
エントリー翌日以降の複数手仕舞いの設定方法

①同時に出せる注文は1つだけである。

②注文並びの順に上から処理されていく。

（他に条件に合致する注文がある場合、上の注文はキャンセルされる）

③同日中の同時刻に発注の判定がされる注文は、

一番最後の並びの注文のみが有効となり、それ以外はキャンセルされる。

④キャンセルされた注文は、当日に再度出されることはない。

⑤キャンセルされた注文で、有効期限が残っているものは、翌日に同じ並びで復活する。

⑥注文が発注されたものの、（張り付きストップ等で）約定しなかった注文は、

有効期限が残っている場合、翌日に繰り越されるが、

この時の注文並びは設定した順位に関わらず先頭になる。

（例：注文を出したものの、張り付きストップ安で約定しなかった）。

この⑥の動作の為、経過日数の条件があった場合、繰り越された注文が優先されるので、

経過日数による手仕舞いが、行えないという事がある。

（例：経過日数による注文を出したものの、張り付きストップ安で約定しなかったため、

翌日に、有効期限の残った別の注文が発注され、その注文が指値のため約定しなかった）。

⑥によって、自分が想定していた通りの手仕舞いになっていないケースが見受けられたので、

念のため⑦の処理を行って下さい。

⑦複数手仕舞いの中に、経過日数条件による成行手仕舞いがある場合、

これを一番最後に配置し、その他の注文の有効期限は経過日数以内に設定する。

（例：稼働日経過日数を使った「エントリー後5日以上経過したら　

翌日成行手仕舞い売り」という注文と、

「エントリー翌日以降　終値損益率-N（5）％以下で手仕舞い売り」

という指値注文があった場合、

指値注文の有効期限設定は、4日となる。



設定の使用例

注意）設定後、ご自身でも約定情報などから、

意図した注文になっているかの、ご確認をお願いいたします。

使用例①：稼働日経過日数が5以上の手仕舞い注文がある場合。

この注文を一番最後に持っていき、

他の手仕舞い注文の有効期限を全て4日にします（5日以上の数字にはしないでください）。



使用例②：稼働日経過日数が3より大きい、手仕舞い注文がある場合。

この注文を一番最後に持っていき、

他の手仕舞い注文の有効期限を全て3日にします（4日以上の数字にはしないでください）。


